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概  要 

多種多様な物質が生活に利用される現代においては、挙動の監視や管理が必須

である。本研究では水域を対象に、科学的根拠に基づいたモニタリングシステ

ムを構築し、低コストに効果的なモニタリングを行う手法を開発する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

監視対象物質が増大を続ける一方で、その管理手法は高精度かつ煩雑になり、

人的資源及び多くの資金が必要となっている。全物質を高精度に測定するので

はなく、汚染の指標となる高リスク物質などのマーカー物質を、意味のある代

表的な地点で、適切な時期に調査するためのシステムを開発することで、現状

の問題点をクリアし、持続可能な手法として利用することが出来る。 

本技術の 

有用性 

使用される物質が多く、少子高齢化による人手不足が深刻な先進国、経済発展

により使用量の増大する化学物質に対し、分析スキルなどの人的資源に乏し

く、機材、資金が十分でない途上国のどちらにも有用な、持続可能なモニタリ

ングシステムを構築するための化学的根拠を与えることが出来る。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

水質試料の採取にはドローンを用い、同時に

空撮画像を得る。汚染物質のデータ採取は 2

種の網羅分析により 1400 物質の結果を得

る。双方の結果から、GIS により水域の広が

りを可視化し、汚染のマーカー物質の情報を

重ね合わせ採水地点の監視地点としての重要

性を確認する。意味のある監視地点でのモニ

タリングにより効率のよいシステムとなる。 
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